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「水は熱を加えられた部分が上方に移動して全体が温まっていく」ことを学習した後に，その理由を

考える発展的な学習として，温かい水と冷たい水の重さを比較する実験を取り入れた。 

同体積の容器に入れた温かい水（90℃）と冷たい水（０℃）の重さを比較すると，冷たい水に比べて

温かい水の方が軽い。その温かい水と冷たい水を常温の水（20℃）の中に入れると，温かい水は上方に

移動し，冷たい水は下方に移動する。この現象を既習事項と結び付けて考えることで，「水は熱を加えら

れた部分が上方に移動して全体が温まっていく」ことの理解を深めることができた。 

 

   

温かい水（90℃）               冷たい水（０℃） 

 

水の温度によって変化しているのは水

の密度である。水の温度が高くなれば密度

は小さくなり，水の温度が低くなれば密度

は大きくなる。このことにより，同体積の

容器に入れた場合，温かい水は軽く，冷た

い水は重くなる。 

児童の発達段階を考慮し，水の温度によ

って変化しているのは密度であることに

は触れなかった。 
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温かい水は上方に，冷たい水は下方に移動した様子 


